
百日咳の流行状況が増加傾向にあると、県から注意喚起が出ています。 

１２月第１週の時点で、１５歳未満で増加しており、南部・中部の報告が増えています。 

※百日咳は、DPT（混合ワクチン）予防接種に含まれています。母子手帳で、接種状況も確認しておきましょう。 

 

出席停止：医師の指示のもと、特有の咳が消失する 

まで、または、５日間の適正な抗菌性物 

質製剤による治療が終了するまで 


